









































































































































































































































































































　『初学記』では 楽 に当たるのは「雅楽」 「雑楽」 「四夷楽 。
伎芸部
　「書芸」 「図画」は『指南抄』 「書」 「画 。
産業部



















































































































擲地 〈孫綽天台山賦有一金声〉 （宝貨部「金」 ）擲地 〈孫綽天台山賦〉 （文学部「文章」 ）






を作った時の挿話（ 『晋書』孫綽伝） 中の語 あ
同様の例がもう一つある。






































































































































































































語句は『初学記』に拠るものである。本文を挙げての例証は省略するが、他に儀飾部「席」 「扇」 、飲食部「酒」 章服部「冠」など 『初学記』の「事対」から 摂取が顕著である。
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傍線部である。 「無波菱（波無き菱） 」 、 「不夜月（夜ならざる月） 」といった特異な表現、また「如一片水」という四字句の一致から、 『菁華抄』がこれら 採録
ていることは間違いないだろう。
以下『菁華抄』 （ 〔菁〕 ）の語句とその典拠となった『初






























































































































































































































































坐茅以漁〉 、⑸河浜 〈見御／覧漁部〉 、⑹冬命 〈季冬命
有司／始漁天子親往〉 、⑺施網




























































































































































































『李嶠百詠』も以下のように用いられている。 『李嶠百詠』は、そもそもその形式から、類書と同じように『菁華抄』の編者が の利用に直ちに思い到る文献であったと考えられる。すなわち部類に分か 、たとえば巻下、服玩部には床、席、帷、簾、屏、被、鏡、扇 燭 酒の項が 音楽部 琴 瑟 琵琶 箏、鐘、簫、笛、笙、歌、舞の項があるといった具合である。体例において『菁華抄』に類似する。かくてこのように活用されている。『菁華抄』巻頭の宝貨部「金」の初めの部分は、 『菁華抄』がいかなる書であるか 例示として先に引用したが
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書館に申請したが、その許可は成城大学の私の研究室への電話によって伝えられた。その電話がかかってきた時、ちょうど研究室で大学院の授業を行っていたが、受講生の一人に信綱氏の曽孫に当 る佐佐木定綱君が 。私は奇しき因縁を思った。ここ 特に記しておきたい。
